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第 3 章では， CuAu K における一次元長周期規則構造の高分解能電子顕微鏡観察結果を示すとともに，
ドメイン内部の原子配列に関する検討結果を述べ， ドメイン境界付近の原子配列について得られた新し
い知見と， ドメイン聞の新しい型の配列不整及びその解釈について述べている。
















(2) CuAuH の一次元長周期性ドメイン構造において， ドメイン境界付近の原子配列に規則配列からの
ずれが存在することを示し， 乙のずれは成分原子の置換による乱れに起因する部分が大きい乙とを
推論した。更に，従来見出されていなかったドメイン配置不整の存在を指摘し，乙れがCuAu H の逆
位相ベクトルの分裂と結合によって説明されることを明らかにした。
(3) 超伝導性金属間化合物 Nb3Sn~乙おいて，結晶が微小なマイクロドメイン構造をとっていること，及
び既に室温付近で低温で現われる正万晶が局所的に生じている乙とを示した。更に，これに伴なう正
方歪は局所的に 0.85 程度の量を示す乙とを明らかにした。
以上のように本論文は合金の規則構造ならびに超伝導性金属間化合物の結晶構造，物性及び材料学的
特性の理解に重要な示唆を与え，応用物理学に寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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